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【普及活動のねらい・対象】 

リンドウは、関西仏花向けの添え花として需要が多い品目です。そこで昨年度から、栽

培に適した夏期冷涼な中山間地域の生産指向農家を対象に普及推進を行っています。昨年

度は、中山間地域等を中心に 26名(27ａ)が加工用リンドウの取り組みを始めました。1年

目は株養成で出荷はありませんが、野生獣による踏み荒らし防止のため、獣害の多いほ場

では簡易防護柵を設置しました。しかし、ニホンジカの踏み荒らしは防止できなかったこ

とから、今年度は出荷支援と併せて改良を加えた防護柵の実証を行いました。 

【普及活動の内容】 

（1）出荷支援 

 リンドウは多年生で省力的に栽培でき、定植３年目から

本格的な収穫が始まります。加工用に特化したリンドウ栽

培は全国にも例が無く、花き卸売市場や花束加工業者でも

基準を持っていませんでした。そこで今年度は、次年度から

の本格出荷に向けて、花き卸売市場や花束加工業者と出荷

規格や出荷時期を協議し、試験出荷を行いました。 

（2）獣害防護柵の改良 

 雑草対策としてマルチ栽培を推進していますが、ニホン

ジカの侵入によりマルチが踏み荒らされるとその後の管理

作業が困難になります。そこで昨年導入した簡易防護柵「楽

落くん」をリンドウのニホンジカ対応型に改良しました。 

【普及活動の成果】 

（1）加工用リンドウ出荷規格の作成 

 今年度加工用リンドウを試験出荷することで、出荷方法や価格について協議ができ、品

質基準について県統一出荷規格が決定できました。これにより、既存の規格ではＳ規格や

規格外でしか出荷できなかった県内産リンドウが、加工用リンドウ規格として出荷できる

ようになりました。 

（2）簡易防護柵の改良 

 簡易防護柵「楽落くん」に、ニホンジカの通り道へリボンワイヤーを増設する簡易な改

良により、ニホンジカの侵入を防止することができました。 

 

 

 

 

図 加工用リンドウ統一規格 

◎対象者の意見 

リンドウ栽培は省力的で取り組みやすく今後も面積拡大したい（米原市Ａ氏）。 

リンドウ栽培の取組みを、地域の活性化の一助としたい（大津市Ｂ氏）。 


